
 

２６．パッシブ型 IC タグを用いた建設施工現場における 

協調的な情報システムの提案 

 

 
大阪大学大学院工学研究科 ○ 矢吹 信喜 

タイ・チュラロンコン大学（大阪大学）  

Phatsaphan Charnwasununth 

タイ・チュラロンコン大学 Tanit Tongthong 

１．はじめに 

プレファブ住宅は，壁や床などを部品化して，

予め工場生産して現場で組立てるものである．タ

イなど東南アジア諸国で非常に人気が高く，従来

の建設方法に比較して，短期間で，低コストで，

効率的にできることから，その建設需要は年々増

えている 1)．タイにおける一般的なプレファブ住

宅建設プロジェクトは，数百個の世帯ユニット分

を数年間で施工することが多い．施工組織は，プ

ロジェクトによって異なるが，ほぼ，デベロッパ

（不動産会社など）と請負業者（コントラクタ）

および多くの場合，下請業者（サブコントラクタ）

によって構成される．プロジェクトに関与する人

員は，その機能によって，設計，製作，管理，監

督，施工，検査，補助といったグループに分類さ

れる．プレファブ住宅の建設サイトでは，プロジ

ェクトマネジャ，プロジェクトエンジニア，サイ

トエンジニア，現場監督，移動式クレーン運転者，

作業員，点検員が存在する．

プレファブ技術は，住宅建設を従来の手作りの

職人的な手法から半分工業生産的な施工方法へと

大きく変化させた（図-1，図-2，図-3）．従って，
潜在的に高い効率性と大きな効果をもたらすはず

なのであるが，その変化が大きいため，問題もも

たらしている．例えば，より高いスキルを持ち，

経験豊かな現場監督が必要であること，施工従事

者達がもっと協調的に仕事を行う必要があること，

事前に施工の順番（段取り）を十分に決めておく

とともに，臨機応変の対応も求められることなど

である．具体的な事例としては，建設現場で，プ

レファブ・パネルを設置する順番を間違えてしま

うと，部材を支持するために余分な構造的仮設材

を取り付ける必要が出てきたり，既設の 2 枚のパ

ネルの狭い隙間に，別のパネルを挿入するために，

より多くの時間と作業員を必要としたり（図-4），

パネル設置をやり直したり，パネルにヒビ割れや

穴を生じさせたりといったことが起こる．

 

 
図-1 工場生産されるプレファブ部材 

 

 
図-2 現場では移動式クレーンでプレファブ部材を

吊り上げ，組立てていく 
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図-1 図，写真のキャプションは下に置き，このよう

に長いときはインデントして折り返します 

 
図-3 壁の部材には番号が振られている 

 
図-1 図，写真のキャプションは下に置き，このよう

に長いときはインデントして折り返します 

 
図-4 順番を誤って狭い空隙に壁を挿入している 

 

我々の観察と分析によれば，こうした問題の多

くは，協調的な作業の欠如であり，これは，情報

の貯蔵および共有の欠如，現場，工事事務所，本

社という異なった環境と動機付けで働く従事者た

ちの管理監督手法の欠如と密接な関連がある．そ

こで，本研究では，ICタグ（RFID: Radio Frequency 
Identification）技術 2), 3), 4)を用いて情報の流れを改

善し，情報と知識を貯蔵して，問題解決や将来の

ために再利用するための枠組みを提案するもので

ある． 
 

２．提案するシステム・アーキテクチャ 

前述のように，本研究で提案するシステムでは，

RFID 技術と知識マネジメントにおける協調的工
学を利用している．RFIDは，モノと情報とを容易
につなげることができる技術であり，既に多くの

分野で利用され，効果を発揮している．RFIDに似
たもので，バーコードがあるが，バーコードは，

工事現場のように土や埃などの汚れが付いたり，

こすって一部が剥がれれば，読み取り不能になる

ため，本研究では RFIDを使用した．本システムは，
RFID リーダ（RFID タグを読み取るためのアンテ
ナを含む装置）を取り付けた PDA（Personal Digital 
Assistant），工事事務所に設置するノートパソコン，
本社や支店など大きな事務所に設置するデスクト

ップパソコンによって構成される．本システムの

ユーザは，現場監督，クレーンなどの機械運転者，

点検員，および管理者である．システム・アーキ

テクチャを図-5 に示す．工事事務所のノートパソ
コンには，6個のモジュールと 1個のデータベース
システムがある．6個のモジュールは， 
(1) 実ケース記録モジュール：資源，スペース，
作業場所，作業順序，日付，時刻などの実際

の状態を記録することに用いる． 
(2) 代替案作成モジュール：実際の状態と一般的
な情報からいくつかの代替案を作成し，各代

替案による期待される効果，長所・短所を提

供する． 
(3) 品質保証・管理モジュール：品質検査結果を
集め，品質保証・管理プロセスのために工具

や機械の使用履歴とメンテナンスデータ，チ

ェックリストを提供する． 
(4) 一般的な情報モジュール：プロジェクトの情
報，組織図，役割分担，図面，スケジュール，

仕様，必要な場所などの一般的な情報をユー

ザに提供する． 
(5) 特定情報モジュール：施工状態や順序に関す
る特定の情報を，グラフィカルなフォーマッ

トやステップバイステップの形式で表現する． 
(6) 評価モジュール：実ケース記録モジュールと
品質保証・管理モジュールからえら得るデー

タベースのデータを使用して，工事を分析お

よび評価する．

システム・アーキテクチャでは，ユーザについ

ては 4 人と指定されているが，設計者などの他の
技術者も知識を代替案作成モジュール，一般的な

情報モジュールおよび特定情報モジュールへ提供

することにより，データベースを発展・維持させ

ていくことに協力することが期待されている．品

質保証・管理モジュールや点検員の情報によって

開発される．評価モジュールは組織管理レベルで

利用される．

３．システムの適用と期待される効果 

本システムは主に，移動クレーンなどの機器運

転者，現場監督，点検員，工事長，管理者により

利用され，プレファブ部材の設置プロセスの中の，

組立，接合，点検，および評価作業をサポートす

る．本システムでは，全ての人員（工事長，管理

者，機器運転者，現場監督，作業員，および点検 
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図-5 システム・アーキテクチャ 

員），プレファブ部材，道具類（ベースプレート，

突っ張り棒，ドリル，フック，ケーブル，レンチ

など），および移動式クレーンに RFIDタグが取付
けられる．各ユーザは，適切なアクセス権限を得

て，ユーザ自身を記録するために，自分の RFID
タグを PDAについている RFIDリーダを使用して
読取る必要がある．

プレファブ部材設置プロセスの前に，現場監督

は自分の PDAで各部材の RFIDタグを読取る．一
方，機器運転者は，機器がアクセスできないエリ

アを入力する．次に，現在の状態が捉えられ，建

設資源，場所，時間などに影響された，実際の状

況とは異なるいくつかの代替案が生成される．こ

のシステムがなければ，現場監督は，適切な代替

案を生成するためには，設計者，管理者などと協

力し合わなくてはならない．あるいは，現場監督

自ら，適切な代替案を考え出し，その代替案によ

って生み出される結果を予想できなくてはならな

い．代替案，予想される結果，長所・短所を得た

後，現場監督は，工事を停止するか代替案を用い

て継続するか判断しなくてはならない．

プレファブ・パネルが設置されている最中，現

場監督と機器運転者は，情報とチェックリストを

システムから得るとともに，品質結果をシステム

に入力しなければならない．次に，点検員が重要

な部材をクロスチェックしたり，ランダムに点検

したりする．こうすることにより，点検員の作業

量を減らすことができる．また，現場監督，機器

運転者，および点検員間の協力が改善される．現

場監督から信号を得るために，本システムは，機

器オペレータの役割をレベルアップさせている．

これにより，機器オペレータは持ち上げるパネル

を持っていく位置やその次の作業順序を本システ

ムから事前に知ることができる．従って，現場監

督と機器オペレータの協力が向上し，効率が改善

される．部材の RFIDタグを読取ることにより，各
オペレーションは，いつ，誰が，どこで，何を，

どのようにしたのかを記録できる．さらには，現

場監督と機器オペレータは，一般的な情報モジュ

ールから一般的な情報をリクエストすることがで

きる．

工事の評価は，評価モジュールを使って，デー

タベース内のデータを評価することにより実施で

きる．評価結果は，組織的な管理レベルへ転送さ

れる．

本システムを使用することによって期待される

便益は，作業の協調性と効率性が向上し，ミスが

減少することである．さらに，効率的な情報の流

れと提供された知識の支援によって，プレファブ

部材の設置プロセスにおいて中心的な役割を果た

す現場監督に対するスキルと経験の要求水準を相

当に軽減することができる．

４．プロトタイプシステムの開発 

本研究で提案しているシステムを実証するため

に，プロトタイプシステムを現在，開発中である．

PDAとしては，ヒューレット・パッカード社の HP 
iPAQ212 Enterprise Handheldを使用し，RFIDリー
ダには，シーエフカンパニー社の CF RFID Reader 
Card 6Eを用いている．周波数帯は，13.56MHzで
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ある．使用可能な RFIDタグの種類は，複数あるが，
本研究では，テキサス・インスツルメンツ社の TI 
Tag-it HF-I Standardを使用している．図-6に，PDA，
RFIDリーダ，RFIDタグを示す． 
RFID タグの ID を RFID リーダが読取った後，
PDA のプログラムでその ID を受け取って処理す
ることができるようにすることは容易ではない．

通常，RFIDを製造販売している会社に業務委託し
なければならず，そのソフトウェア開発費は，か

なり高額になるのが一般的である．そのため，工

事現場などで，ちょっと PDAで RFIDを使ってみ
たい，と思っても中々できないのが現状である．

本研究では，オゴー開発株式会社と株式会社

ePI-NET が，株式会社ソア・システムズのル・ク
ローン（Le Courent）ディベロッパーを利用して開
発した PDAと RFIDのインタフェースソフトウェ
アをレンタル利用することにより，問題解決した．

工事現場に設置するノートパソコンに内蔵させ

る 6 個のモジュールについては，プログラミング
言語 Java および JADE（Java Agent Development 
Framework）を用いて，マルチエージェントシステ
ムとして開発する予定である．データベースには，

MySQLを使用している． 
 
 

 
図-6 PDA，RFIDリーダ，RFIDタグ 

 

５．結論 

本研究では，プレファブ住宅建設における協調

的な作業を促進し効率化を図るために，6個のモジ
ュールとデータベースシステムを有するコンピュ

ータと RFID技術を用いたシステムを提案した．こ
こで言う協調的な仕事は，作業員達のプロジェク

トレベルでの協力に止まらず，システム構築，デ

ータベースの維持，情報の共有によって組織的な

レベルでの協調性を包含する．

尚，本研究は現在進行中であり，提案したシス

テム・アーキテクチャに従って，プロトタイプシ

ステムを構築して，実際の建設現場に適用し，評

価を行う予定である．
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